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る太田儔（1931－2019）は、昭和 63年（1988）11月 5日から 11月 27日にかけて香川
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いう現状に着目した筆者は、平成 30 年（2018）3 月 19 日に高松市美術館、同年 3 月
23日に香川県立ミュージアムにおいて実見調査を行った。昭和 5年（1930）の第 17回
商工展で二等賞を受賞した≪草花文 乾漆花瓶≫、昭和 6 年（1931）の第 12 回帝展
に出品された≪彫漆草花文 鼓箱≫、昭和 11 年（1936）に制作された《里芋之圖 彫
漆花瓶》と同年の文展で選奨を受賞した《サボテンにホロホロ鳥 彫漆飾棚》、昭和 12
年（1937）に開催されたパリ万国博覧会で大賞に輝いた≪乾漆花瓶≫、そして彼独自
の多彩な漆芸技術の集大成となった昭和 16 年（1941）の第 4 回新文展に出品した≪
















































































































































































































































































































































工品の出品点数において香川県の 56 点は東京府の 60 点に次ぐ多さであり、この 2














  第六 府縣漆器業戸數人員産額及概況調査 
  香川縣 




























内國用品  料紙箱 硯箱 菓子箪笥 机 丸盆 針指 廣盆 茶盆  
香合 會席膳 八角盆 重箱 茶戸棚 烟管筒 香壺 
漆器商        
 
戸数   一八 
 
        
 
人員   一八 
 
 






































































  外國用品  高卓 廣蓋 危莨箱  









  縣下漆器業ハ年一年ト販路ヲ加ヘ隨ツテ製造産額モ增加ノ勢ニシテ近來ハ 
外國輸出之途開ケ將来有望ナル景況ナリ 
 
全国の漆器業の戸数は、石川県の 1,217 戸を最多にして、大阪府の 1,000 戸、東
京府及び静岡県の 600 戸と続いた。これらの府県は同時に漆器業に従事する人員に
おいても全国上位を占めており、東京府に関する調査結果は不明となっているが、大
阪府の 4,500人を全国最多とし、続いて静岡県の 2,656人、石川県の 2,320人であっ
た47。製造高に関しては、和歌山県の 5,333,000 個、大阪府の 2,248,000 個、宮城県
の 1,283,915 個が上位 3 県であり、生産額は、大阪府の 1,248,000 円、和歌山県の
468,400円、石川県の 319,247円の並びとなっていた48。 
香川県においては漆器製造場及び商いをする戸数が計 63 戸で、工主、店主、職




























































































を進めた。例えば、日本画 50枚 6,000円、西洋画 30枚 6,000円をはじめ、七宝 3点
4,500 円、鋳金 2 点 6,000 円など、合計 321,200 円の買い上げ作品を同博覧会に送
った他、《聖徳太子像》等の帝室博物館所蔵品及び御物を含む絵画 164 点、木彫 25









































































は 261 名で、上記の明治 28 年（1895）の調査と比較すると、どちらも減少となり71、さら












































































































































られるようになったのである。    
納富の主導により明治 8 年(1875)から創案された図案は、陶器、七宝、鋳物、鎚鍛


































れの植物について写生図 1 枚と、その植物を文様として展開させた図案 2 枚の計 3
枚で構成し、計 144 枚のカラー図版を掲載した85。この図案集が植物の写生図に基づ
いてそれを図案化させるための実例集として、同校で使用されていたのである。さらに、











































川県立工芸学校は、明治 31年（1898）2月 2 日、工業学校設立及びその学科目につ







































    教育の方針 































とした92。香川県立工芸学校が開校した明治 31 年（1898）の入学者は、生徒定員 100
名の内、本科 55 名、速成科 15 名、専科 20 名の合計 90 名であったが、明治 35 年






下記は、開校 3年目を迎えた明治 34年（1901）時点の同校の職員名である94。 
 
工藝學校長 納富介次郎 
教諭      和田重太郎 住友兼吉 田雑五郎 桑根常三郎 雨宮喜三郎  
岡田喜太郎 
助教諭      岩井裕次郎 田中忠蔵 小木原三之助 
教授嘱託    太田伊三郎 
書記        吉田米三郎 中村門次郎 
助手        駒沢亮一 森田多喜造 野島祐造 
               石川義夫 





















る。    





































実際に行われていたとされる教育内容（表 2）99に着目すると、本科は、第 1 学年か
ら第 4 学年まで毎週教授時間が 42 時間となっていることから、１日 7 時間授業が週 6
日行われる生活が 4 年間続けられたとされる。その内、現在の普通教科に相当する作
文、数学、物理、化学の毎週教授時間は、１年次に 10時間、2年次に 6時間、3年次
に 3 時間と減少していき 4 年次になるとこれらの教科はなくなっている。対照的に、工
芸各科における専門教科は、学年が上がるにつれて増えていき、1年次に 15時間、2
年次に 20時間、3年次に 22時間、4年次に 32時間となっており、工芸に係わる人材
の養成のためにいかに実習に力を入れていたか理解できる。  
前述の通り、科学技術を駆使して製造を行う用器木工科と用器金工科に関しては、

























































































































学校教員 工場雇員 外国留学 他県自営 県下自営 兵役 吏員 死亡 合計 
1回卒業生 5 11 3 1 2 2 8 1 3 36 
2回卒業生 8 1 3   10 6 2  30 
3回卒業生 8 1 3   4 3 1  20 
合計 21 13 9 1 2 16 17 4 3 86 





京府出身の 231 名を最多とし、次は香川県の 40 名、新潟県と石川県の各 38 名、福
岡県の 32 名、千葉県、岡山県の各 31 名、富山県の 30 人と続き、最少は奈良県の 4
名となっている105。また、大正元年（1912）当時、東京美術学校に在籍していた学生の
出身地は、東京府が最多の 91 名、そして、富山県の 29 名、石川県、香川県の各 23



























































































1.  芸術の校長を迎えること。 
2.  選科を廃すること。 
3.  卒業後希望により 2 ヵ年位研究科を新設すること。 
4.  絵画図案科を新設すること。 
5.  2 ヵ年の無所属制度を廃すること。 
6.  商議員を置くこと。 
7.  旋盤部を置くこと。 
8.  実習教員は資格より実習に重き形式に流れざること。 
9.  美術工芸製品を教授の根本とすること。 
10. 体育を形式に止めず実際の発達を期すること。 



















けたと言えよう。大正 3 年（1914）1 月に高井校長が転任して以降の香川県立工芸学














香川新報 大正 13年 2月 13日116 
工藝學校生徒募集要項 
県立学校では左記要項により新入学生徒を募集中である。 
    一、目的並びに修行年限 
一、目的 本校は工業学校規則に基づき別項各科の美術工芸並び 
       に建築に関する学術を授け、併せて中等程度の普通学科 
       を教ふる処とす。 






























































































































      審査長 
      香川縣工藝學校長 








































磯井はまず、大正 9 年（1920）の第 8 回展に出品した、《蒟醬応用模様 乾漆花瓶》
で 3 等賞を受賞した。この作品タイトルの「応用模様」とは従来の線彫りではなく、凸版
印刷や三色刷りに見られる無数の点を蒟醤に応用したという意味であった124。さらに































で既に述べた通りである。この当時、彼が制作した作品として、《鎌倉 香合 梅》（図 15）







極めて優秀な成績を残しており、在学中の 4 年間で実に 28 枚もの賞状を獲得してい




基礎的な科目に関する課題として提出した《図案題 香水棚 笹に雪》、《絵画題 長






















































大正期の香川県立工芸学校は、開校時の 4 年制から 5 年制の教育課程となった。
髹漆科の教育内容137（表 3）を前述の明治期と比較してみると、5 年制になったことで





























磯井如真 石井磬堂 音丸耕堂 谷沢不二松 山口志風 山口志静 福井誠山  
森春  堂 大須賀勝 森 義信 藤岡金太郎 池田房一 辻北陽斎 吉田一畦 


















展覧会 開催年 作品名 備考 
第 10回帝展 昭和 4年 草花模様蒟醬手筥  
第 12回帝展 昭和 6年 彫漆草花文鼓箱  
第 13回帝展 昭和 7年 彫漆草花文手筥  
第 14回帝展 昭和 8年 玉蜀黍文彫漆飾棚  
第 15回帝展 昭和 9年 葡萄唐草乾漆手筥  
改組第 1回帝展 昭和 11年 里芋之圖彫漆花瓶  
昭和 11年文展 昭和 11年 漆サボテンにホロホロ鳥飾棚 選奨 
第 2回新文展 昭和 13年 彫漆石南花の圖手箱 特選 
紀元 2600年奉祝展 昭和 15年 漆器敷島棚  
第 4回新文展 昭和 16年 漆器鵲之圖双色紙筥  







   3 堆漆板の象嵌 
4 点彫り蒟醤、彫漆、堆漆板の象嵌を駆使した、磯井の技術の集大成 
 
1 の作品群は、点彫り蒟醤のみで加飾した《草花模様蒟醬手筥》（第 10 回帝展）と
《蒟醬竹林之圖棚》（第 6 回新文展）である。大変興味深いことに、後に蒟醤の重要無






（第 13 回帝展）、《葡萄唐草乾漆手筥》（第 15 回帝展）、《里芋之圖 彫漆花瓶》（改組
第 1回帝展）の、色漆を塗り重ねた漆面を掘り下げて意匠や模様を表現する彫漆が主
体となった作品である。 

















 3 の作品群は、《玉蜀黍文彫漆飾棚》（第 14 回帝展）、《サボテンにホロホロ鳥 彫漆
飾棚》（昭和 11年文展）、《彫漆石南花の圖手箱》（第 2回新文展）、《漆器敷島棚》（紀



















そして 1から 3 までの作品群に駆使された技法の集大成として位置付けられる 4の































映されていると言える。彼が昭和 8年（1933）の第 14回帝展に出品した《草花文 彫漆
香盆》（図 24）は、木製素地に赤みがかったうるみ色の漆を塗り重ね、その上に黒漆を
120 回から 130 回ほど厚く塗り重ねた香盆である150。彫漆で表現された桔梗と茅の葉
の意匠は、磯井の昭和 5 年（1930）の第 17 回商工展に出品した《草花文 乾漆花瓶》











室を設けるなどモデルルームとしての展示を行っている（図 26）。昭和 14 年（1939）10
月には、香川県を超えて讃岐漆芸を発信するために大阪三越で第 1 回工芸品展覧
会を開催した。同展覧会では、101 点の作品を発表しており、当時の出品目録には、


























 磯井如真 石井磬堂 伊賀彰三  磯井正美  丹羽寛   香川富二 亀井正則 
 吉田一畦 横山  操 吉川 盈  辻北陽斎  佃教明   植田如僊 氏家常平 
 山口志静 山口志風 山下義則  山下芳弘  松尾省三 松下利雄 福井誠山 
 天竺博美 浅田真水 佐々木陽政 三好俊平  宮脇利夫  神内大  最中茂 
 





































































































































  昭和廿四年十一月二十七日 於明石氏邸 
  一、次の例会は末月四日、三村氏宅にて磯井、北原両先生を招いて 
 
  昭和廿七年一月四日 於明石氏宅 
  新年宴会を兼ね大須賀喬、信田洋氏を囲んで工芸懇談をなす 
  東京の模様又郷土香川縣の今後の進むべき途を懇切にお示し下さった（中略） 
59 
 
  尚、鴨氏もわざわざお集り下さった 
 
昭和二十七年六月八日（月） 天候 雨 会場 高橋宅 
  東京芸術大学教授・松田権六先生が県展審査員として来高し、うるみ会例会は 
松田先生を囲む晩餐会となる 
 
昭和二十七年八月三日 天候 晴 会場 今雪氏宅 
鴨幸太郎、音丸耕堂の二先生を招いて各自図案の検討会 
 
  昭和二十七年九月十七日 天候 晴 会場 開拓開館大広間 
  山脇洋二先生を迎え、日展出品図案を見て戴く 
 
  昭和廿九年三月二十一日 晴 
  髙橋節郎氏と懇談 
 
  昭和三十二年五月五日 明石邸 
















びるというのが古来の格言である。」175との工芸観を貫いた。昭和 22 年（1947）2 月に
大正期から昭和初期に香川県立工芸学校で学んだ明石朴景、窪田良次（1917－
1986）、加島信夫（1919－1981）、真子実也、三村比呂志の 5 人の漆芸家たちが同団




結成された同団体は、わずか 3年後の昭和 27年（1952）には会員が漆 17名、金工 3











開催日 展覧会名 場所 
昭和 24年  4月 17日－ 4月 19日 朱黒（うるみ）会第 1回展 百合屋商房  （香川） 
昭和 24年  8月もしくは 9月 うるみ会第 2回展 高松三越    （香川） 
昭和 27年  5月 10日－ 5月 17日  第 3回うるみ会工芸展 高松三越    （香川） 
昭和 28年  5月 7日－ 5月 17日 第 4回うるみ会工芸展 高松三越     （香川） 
昭和 28年 12月 20日－12月 23日 うるみ会工芸小品展 岡内薬局ギャラリー(香川) 
昭和 29年  7月 18日－ 7月 25日 第 5回うるみ会工芸展 高松市立高松美術館 
（香川） 
昭和 29年 10月 14日－10月 20日 第 1回うるみ会工芸展 銀座和光     （東京） 
昭和 30年  3月 19日－ 3月 25日 うるみ会工芸展 文新堂       （香川） 
昭和 30年 12月 12日－12月 17日 第 2回うるみ会工芸展 銀座和光     （東京） 
昭和 31年  5月 12日－ 5月 17日 うるみ会創立 10周年記念展 高松三越     （香川） 
昭和 31年 10月 22日－10月 27日 第 3回うるみ会漆工芸展 銀座和光     （東京）  
昭和 32年  6月 8日－ 6月 13日 第 11回うるみ会工芸展 高松三越     （香川） 
昭和 35年  5月 7日－ 5月 12日 第 14回うるみ会工芸展 高松三越     （香川） 
昭和 32年  5月 25日－ 5月 31日 第 4回うるみ会漆芸展 銀座和光     （東京） 
昭和 33年  6月 2日－ 6月 7日 第 5回うるみ会漆工芸展 銀座和光     （東京） 




























































結成 10 年目になると会員 20 人のほとんどが日展入選の実績を積み重ねるまでに成
長し、後に大西忠夫、大島唯史、明石朴景、真子実也の 4 名が特選もしくは北斗賞を
受賞し、大西は審査員に任命されるなど、同団体の会員たちが躍進したのである187。 




















































































昭和 36 年（1961）の第 4 回日展で特選・北斗賞を受賞した《パネル 或る日》と、翌年


















きさ縦 4尺（約 120cm）、横 8尺（約 240cm）に描いたのである199。 
さらに、うるみ会は、昭和 33年（1958）、旅館である常盤本館の桃山の間にも漆壁面
装飾（図 35－1）を完成させた。これは、昭和 31 年（1956）の夏、常盤本館の経営者で
ある溝渕寿吉（1901－1957）が香川県ならではの漆の豪華な作品を残しておきたいと、
明石朴景にデザインと制作を依頼し、うるみ会の会員 21 名があらゆる技法を駆使しな












































































































































































昭和 30 年の工業統計調査207による全国漆器出荷額では、石川県の約 7 億 4740
万 2000 円と香川県の約 4 億 1131 万 6000 円が極めて高く、以下は愛知県の約 1 億
4004万 2000円、福島県の約 1億 2437万 8000円、福井県の約 1億 761万 5000円
と続く。製品別に着目すると、石川県の漆器製食器の約 6 億 6840 万 6000 円は、続く
福島県の約 3054 万 7000 円や香川県の約 1845 万 9000 円を大きく突き放している。























  1月 26日朝の火災によって法隆寺金堂の壁画は壊滅し去った。一瞬にして日 
本美術最高の傑作を失った我我の悲しみは、限りなく深くかつ大きい。 
















化財保護法案は、昭和 25年（1950）5月 30日に制定及び公布、同年 8月 29日に施































工芸技術関係では白石紙布の記録他 35 件の選定が行われ、その後、同年 11 月に






















漆芸     河面冬山         東京都渋谷区代々木富ヶ谷町 1468 
用具     小宮又兵衛        東京都目黒区中目黒 3 ノ 1092 
塗        松波多吉          東京都世田谷区上北沢町 1 ノ 95椎名方 
沈金      前大峰            石川県輪島市 
存清      香川勇（宗石）       香川県高松市古馬場町 14 
蒟醤      磯井雪枝（如真）     香川県高松市西浜新町 
蒔絵      高野重人（松山）    東京都文京区高田老松町 76 

































  香川県報 昭和 29年 11月 27日220 
     教育委員会規則 
  香川県漆芸研究所規則を次のように定める。 
     昭和 29年 11月 27日  香川県教育委員会 
  香川県教育委員会規則第 16号 
     香川県漆芸研究所規定 
（設置場所） 






第 3 条 研究所に左の職員をおく。 







       2 研究員の募集人数は、若干名とする。 









































































































下記の昭和 35 年（1960）の教育内容231に着目すると、設立当初の毎週 2 日の指導


































月 蒟醤実習(1－3限) 写生(4限)  
火 存清実習(1－3限) 図案(4限) 
水 蒟醤実習(1－3限) 漆工史(4限) 
木 彫漆実習(1－3限) 図学(4限) 
金 存清実習(1－3限) 榡地製作法(4限) 
土 下地実習(1－2限) 特殊講義(3限)  
月 蒟醤実習(1－4限) 
火 存清実習(1－4限) 
水 蒟醤実習(1－3限) 写生(4限) 
木 彫漆実習(1－3限) 図案(4限) 
金 存清実習(1－2限) 彫漆実習(3－4限) 
土 下地実習(1－2限) 特殊講義(3限)  




















るべく特徴付けられたと分析できるのである。令和 2 年（2020）11 月時点で、日本全国
各地の 23 の漆器産地が、経済産業大臣より「伝統的工芸品産業の振興に関する法
律」（昭和 49年（1974）5月 25日、法律第 57号）に基づいた国の伝統的工芸品として
指定を受けているが、重要無形文化財保持者を輩出していない漆器産地が大半とな
っている。そうした現状において、香川県はこれまで、蒟醤と彫漆で 5 名が認定を受け




















































日本伝統工芸展 都道府県別 入選者数 筆者作成 
80 
 






































入選者/入選点数 蒟醤 彫漆 存清 蒔絵 髹漆 木彫 彫漆蒔絵 不明
第2回展 (昭和30年) 2/2 1 1
第3回展 (昭和31年) 3/3 1 2
第4回展 (昭和32年) 11/11 5 3 2 1
第5回展 (昭和33年) 15/15 7 5 1 1 1
第6回展 (昭和34年) 5/5 2 3
第7回展 (昭和35年) 7/7 6 1
第8回展 (昭和36年) 3/3 2 1
第9回展 (昭和37年) 8/9 4 3 1 1
第10回展(昭和38年) 11/12 7 4 1























































































続く昭和 32年（1957）に開催された第 4回展の《蒟醬 筆筥 銀葉アカシヤ之図》（図



















































































































見られるのは、特筆すべき点である。昭和 10 年（1935）の第 2 回展の開催を契機に、
香川県が正式に定めた展覧会規則は下記の通りである253。  
 
 工芸美術綜合展覧会規則（昭和 10年 3月 3日香川県告示第 121号） 
第 1条 工芸美術綜合展覧会（以下本会ト称ス）ハ本県工芸品並美術品ノ改善発 
達ヲ図ルヲ目的トス  
 第 2条 本会ハ毎年度予算ノ範囲内ニ於テ 5月 1日ヨリ 5月 10日迄 10日間高 
松市ニ於テ開催ス 









2 前号各展覧会ニ 3回以上入選シタル作家ノ作品 
3 商工省展ニ於テ 3等賞以上ニ入賞シタル作家ノ作品 
4 第 3章監査ノ規定ニ依リ合格シタル作品 
第5条 出品ハ 1 人ニ付 2 点以内トス但シ前条 1 号第 2 号第 3 号ニ該当スル
出品ヲ為ス場合ハ 1人ニ付 1点トス 
 
前年の第 1回展として開催された「香川県美術綜合展覧会」では、第 1部を日本画、
第 2 部を洋画、第 3 部を彫刻、第 4 部を工芸と構成していたが、この第 2 回展からは
87 
 







第 1 回展は、昭和 9 年（1934）5 月 1 日から 10 日、高松三越において、日本画 17
























































































































































さらに昭和 40 年（1965）の第 30 回展は、記念展として、文部大臣奨励賞と並ぶ最































































































まった285。残りの 200 万円は高松市によるもので、高松市立高松美術館は昭和 24 年




























































昭和 54 年（1979）に完成した高松市議会議場の漆壁面装飾（図 55－1）もまた、高









 作品全体の大きさは、高さ 5.65m、幅 5.4m であり、一枚板での制作は極めて困難な












































































































































































長期に渡って使用された香川県立工芸学校を用いる。   
3 住谷晃一郎 『讃岐漆芸 工芸王国の系譜』 エーアンドエー・コミュニケーションズ 2005年
p.375 
4 前掲註 3 p.375 
5 前掲註 3 p.101 










期に渡って使用された石川県立工業学校を用いる。   
7 加島信夫 『工芸七彩会 うるみ会記録 1、うるみ會記録 2、うるみ会記録 3』 うるみ会 1948年
8月起、1953年度起、1956年 6月 1日起 
8 紀淑雄 「史伝 玉楮象谷」 日本漆工会 編 『日本漆工會雑誌 第 1号』 日本漆工会 1900
年 2月 25日 pp.39－40 
9 横井時冬 『工芸鏡 二』 六合館 1894年 p.41 
10 香川宋石 『香川の伝統工芸 きんま・存清』 香川県漆器工業協同組合 1972年 pp.6－7 
11 高松市美術館 編 『玉楮象谷』 高松市美術館 2004年 pp.120-121 
一角 御印籠は、高さ 8.6cm、幅 5.5cm、厚さ 2.9cmの偏円筒形で、黄白色のイッカク材を素材と
し、象谷は彫りの技術を駆使して、池の中に蓮の生えた図を主題とした。荷葉 55枚、花 30、池の
岸に太湖石が 2つあり、その石の上や水の中に亀 343、蟹 443、蛙 41、葉や茎に蝸牛（かたつむ
り）27、蜻蛉（とんぼ）24、蝿 9つ、蜂 4、蝶 26、玉虫 2、蚱蜢（ばった）3、蛬（きりぎりす）4、蟠蟀
（こおろぎ）2、蟷螂（かまきり）4、蜘 18、螻（けら）2、蜈蚣（むかで）5、兜虫 1、雀 17、鷺 7、翡翠（か
わせみ）10、鶄鴒（せきれい）2、鵞（がちょう）3が彫られている。現在は、香川県立ミュージアム
に所蔵されている。 
12 前掲註 9 p.41 
13 山崎剛 「工芸と彫刻」 青柳正規 他 編 『日本美術館』 小学館 1997年 pp.924-925 
14 前掲註 13 p.925 
15 三浦篤 「フランス・1890年以前－絵画と工芸の革新－」 ジャポニスム学会 編 『ジャポニスム 
入門』 思文閣出版 2000年 p.44 
16 前掲註 8 p.11 
17 前掲註 8 pp.11-12 
18 前掲註 8 p.12 
19 紀淑雄 「讃岐彫と玉楮一家」 早稲田文学社 編 『早稲田文学 第十五号』 第一書房 
1896年 8月 p.16 





21 前掲註 19 pp.17-18 
22 第 1回内国勧業博覧会は、明治 10年（1877）8月 21日から 11月 30日にかけて東京の上野
公園で開催された。 
23 内国勧業博覧会事務局 編 『明治十年内国勧業博覧会出品目録』 内国勧業博覧会事務局 
出版年不明 愛媛 3 
内国勧業博覧会事務局 編 『明治十年内国勧業博覧会審査評語 人民出品ノ部 自第三区至
第六区』 内国勧業博覧会事務局 1877年 p.569 
24 内国勧業博覧会事務局 編 『明治十年内国勧業博覧会審査評語 人民出品ノ部 自第三区






25 太田儔 「内国勧業博覧会出品作について」 香川県文化会館 編 『置県百年記念 香川の工
芸 100年展』 香川県文化会館 1988年 p.26 












27 前掲註 3 p.72 
28 前掲註 3 p.78 
29 前掲註 3 p.78 
30 前掲註 3 p.78 
31 第 2回内国勧業博覧会は、明治 14年（1881）3月 1日から 6月 30日にかけて東京の上野公
園で開催された。 
32 東京国立文化財研究所 編 『内国勧業博覧会美術品出品目録』 中央美術出版 1996年 
p.173 
33 内国勧業博覧会事務局 編 『第二回(明治十四年)内国勧業博覧会審査評語 上』 内国勧業
博覧会事務局 1882年 pp.102-103 
「存星ノ机ハ形體頗ル大ニシテ圖容壯麗ヲ極メ老腕ノ製セシ所ニ非サルカ如シ蒟醬ノ提箱及ヒ
堆黒ノ盆等ハ紋様刻法能ク古髹ノ趣ヲ存ス其有功甚タ嘉賞ス可シ」と記載されている。 










35 前掲註 34 p.37 
36 前掲註 33 pp.102-103 
37 前掲註 25 p.29 
38 前掲註 33 p.103 
「支那堆黒ノ漆層重疉シテ木理狀ヲ爲ス者ハ朱明以降多ク見サル所ナリ而シテ円盒ノ製ハ能ク其
法ニ據リ彫刻雅健刀ニ力アリ其有功甚タ嘉賞ス可シ」と記載されている。 
39 前掲註 3 p.79 
40 前掲註 3 p.79 
41 前掲註 34 p.38 
42 第 3回内国勧業博覧会は、明治 23年（1890）4月 1日から 7月 31日にかけて東京の上野公
園で開催された。 
43 第三回内国勧業博覧会事務局 編 『第三回内国勧業博覧会審査報告 第二部』 第三回内
国勧業博覧会事務局 1891年 p.143 
「香川縣玉楮爲造ノ堆朱蓮菊模様饌盒ハ、古時ノ彫法ニ據ルモノトス、其評語ニ云ク、満面ノ紋
様、刻シ得テ深淺度ニ適シ、刀痕鑿々、漆層木理狀ヲ爲ス、宛然明時ノ風アリ」と記載されている。 
44 前掲註 43 p.222 
45 前掲註 32 p.233 
46 第四回内国勧業博覧会事務局 編 『第四回(明治廿八年)内国勧業博覧会審査報告 第六
冊』 第四回内国勧業博覧会事務局 1896年 pp.110-112 
47 前掲註 46 pp.32-119 
48 前掲註 46 pp.32-119 
49 前掲註 46 p.313 
50 第 4回内国勧業博覧会は、明治 28年（1895）4月 1日から 7月 31日にかけて京都の岡崎公
園で開催された。 
51 前掲註 46 p.313 
52 前掲註 46 p.313 
53 前掲註 3 p.79 








56 第 5回内国勧業博覧会は、明治 36年（1903）3月 1日から 7月 31日にかけて大阪の天王寺
今宮で開催された。 
57 第五回内国勧業博覧会事務局 編 『第五回内国勧業博覧会審査報告 第五部巻之六』 第
五回内国勧業博覧会事務局 1904年 pp.36-37 
58 パリ万国博覧会は、1900年 4月 14日から 11月 12日まで、フランスのパリで開催された。同博
覧会は、第 2回近代オリンピックとなるパリオリンピックに合わせての開催でもあった。 
59 森仁史 「時代とともに、時代を越えて ―主張と記録―」 森仁史 編 『叢書・近代日本のデザ
イン 9 論文選 明治篇』 ゆまに書房 2007年 pp.329-335  
60 森仁史 『日本〈工芸〉の近代 美術とデザインの母胎として』 吉川弘文館 2009年 p.72 






62 尾関幸、陳岡めぐみ、三浦篤 『西洋美術の歴史 7 19世紀 近代美術の誕生、ロマン派から
印象派へ』 中央公論新社 2017年 pp.501-505 
63 農商務省 編 『千九百年巴里万国博覧会臨時博覧会事務局報告 下』 農商務省 1902年 
pp.491-494 
64 前掲註 63 p.497 
65 木田拓也 「日本のアール・ヌーヴォー 1900-1923 「新しい芸術としての工芸」」 東京国立近
代美術館 編 『日本のアール・ヌーヴォー1900-1923 : 工芸とデザインの新時代』 東京国立近
代美術館 2005年 pp.10-11 
66 前掲註 65 p.11 
67 前掲註 65 p.11 
68 木田拓也 「日本図案会と大日本図案協会」 東京国立近代美術館 編 『日本のアール・ヌー
ヴォー1900-1923 : 工芸とデザインの新時代』 東京国立近代美術 2005年 p.76 
69 前掲註 25 p.32 
70 前掲註 25 p.32 
71 前掲註 57 pp.36-37 





明治 33年（1900）に佐賀県立工業学校 有田分校となった。納富介次郎は、明治 36年に佐賀県
立有田工業学校として独立させ、その後の学制改革を経て、現在の佐賀県立有田工業高等学校
に至る。 
75 農商務省工務局 編 『繭糸織物陶漆器共進会審査報告第四区第二類漆器』 農商務省工務
局 有隣堂 1885年 p.289、pp.296-297 
76 三好信浩 『佐賀偉人伝 10 納富介次郎』 佐賀県立佐賀城本丸歴史館 2013年 p.44 
77 第四回内国勧業博覧会事務局 編 『第四回(明治廿八年)内国勧業博覧会審査報告 第九
冊』 第四回内国勧業博覧会事務局 1896年 p.9 
78 前掲註 76 p.47 
79 井手誠二郎 編 『産業工芸の先覚 納富介次郎略伝』 納富介次郎略伝刊行委員会 西日本
新聞社 1976年 p.40 
80 田中芳男 平山成信 編 『澳国博覧会参同記要 下篇 技術傳習』 森山春雍 1897年 p.106  
81 前掲註 76 p.47 
82 武沢喜美子 「明治期の高岡工芸と納富介次郎」 佐賀県立美術館 高岡市美術館 編 『明治
期デザインの先駆者 納富介次郎と四つの工芸・工業学校展』 佐賀県立美術館 高岡市美術館 
2000年 p.119 
83 前掲註 82 p.120 
84 木田拓也 「図案の革新」 東京国立近代美術館 編 『日本のアール・ヌーヴォー1900-1923 : 
工芸とデザインの新時代』 東京国立近代美術館 2005年 pp.68－69 
85 前掲註 84 p.68 
86 前掲註 84 p.69 
87 香川県 編 『香川県公文月報 明治三十一年二月』 香川新報社 1898年 p.27  
88 百周年記念誌編纂委員会 『高松工芸百年史 礎』 香川県立高松工芸高等学校 1998年 
p.26 
89 「工芸学校入学手引」『香川新報』 香川新報社 1898年 2月 20日 





91 前掲註 90 
92 前掲註 87 p.29、前掲註 88 p.27 
93 前掲註 88 p.29、p.552 
 明治 35年（1902）の第 1回卒業生は、金工 7名、漆芸 10名、木工 19名の計 36名。明治 36
（1903）の第 2回卒業生は、金工 9名、漆芸 12名、木工 9名の計 30名。明治 37年（1904）の第
3回卒業生は、金工 8名、漆芸 5名、木工 7名の計 20名。 
94 前掲註 88 p.28 
95 前掲註 88 p.28 
96 十二町貞吉は明治 38年（1905）に東京美術学校図案科、清水南山は明治 29年（1896）に同
校彫金科、杉田禾堂は明治 45年（1912）に同校鋳造科、丸山不忘は大正 6年（1917）に同校鋳
造科を卒業した。 
97 前掲註 79 p.64 
98 前掲註 89 
99 前掲註 87 pp.30－32 
100 「工芸学校所見」『香川新報』 香川新報社 1898年 5月 21日 
101 大久保美春 『フランク・ロイド・ライト 建築は自然への捧げ物』 ミネルヴァ日本評伝選 2008
年 p.1 
102 ファイファー 「フランク・ロイド・ライト―日本文化と有機的建築」 秦新二 編 『フランク・ロイド・
ライトと日本展』 シーボルト・カウンシル 1997年 p.10 
103 前掲註 88 pp.29-36 
104 前掲註 88 p.41 
105 東京美術学校 編 『東京美術学校一覧 従大正元年至二年』 東京美術学校 1913年 
pp.197-200  
106 前掲註 105 pp.190-193 
107 東京美術学校 編 『東京美術学校規則 明治 23年 8月』 東京美術学校 1890年 p.1 
108 香川県立高松工芸高等学校 編 『高松工芸 70年のあゆみ』 香川県立高松工芸高等学校 
1968年 p.19 
109 彫刻科の小倉右一郎は、明治 36年、明治 38年、明治 39年に特待生、明治 36年、明治 37
年に精勤賞受賞。同科の藤川勇造は、明治 37年、明治 38年に特待生。同科の新田藤太郎は、
明治 43年に特待生、明治 41年、明治 42年、明治 43年に精勤賞受賞。金属工芸科の北原千
鹿は、明治 40年、明治 41年、明治 42年に特待生。 
110 小倉右一郎は、第 10回文展（大正 5年）で特選受賞、第 4回帝展（大正 11年）・第 6回帝展
（大正 14年）・第 10回帝展（昭和 4年）・第 11回帝展（昭和 5年）で審査員、第 5回帝展（大正
13年）では審査委員長を務めた。 
北原千鹿は、第 8回帝展（昭和 2年）・第 9回帝展（昭和 3年）で特選受賞、第 12回帝展（昭
和 6年）・第 13回帝展（昭和 7年）・第 15回帝展（昭和 9年）・第 2回新文展（昭和 13年）・第 6
回新文展（昭和 18年）・第 2回日展（昭和 21年秋）・第 3回日展（昭和 22年）で審査員、第 4回
新文展（昭和 16年）では審査主任を務めた。 
広島晃甫は、第 1回帝展（大正 8年）・第 2回帝展（大正 9年）で特選受賞、第 6回帝展（大
正 14年）・第 9回帝展（昭和 3年）・第 11回帝展（昭和 5年）・第 15回帝展（昭和 9年）・第 1回
新文展（昭和 12年）・第 2回新文展（昭和 13年）で審査員を務めた。 
新田藤太郎は、第 5回文展（明治 44年）で特選受賞、第 13回帝展（昭和 7年）で審査員を
務めた。 
矢野誠一は、第 6回帝展（大正 14年）・第 7回帝展（大正 15年）で特選受賞、第 10回帝展
（昭和 4年）で審査員を務めた。 





112 前掲註 88 p.70 
113 前掲註 88 pp.69-70 
114 前掲註 88 p.70 
115 前掲註 88 p.70 
116「工藝學校生徒募集要項」『香川新報』 香川新報社 1924年 2月 13日 
117 「高松物產品評會授与式」 『香川新報』 香川新報社 1911年 5月 24日 









119 前掲註 3 p.165 
磯井如真 「人間国宝の憶い出」 讃岐美工社 編 『さぬき美工 昭和 38年 7月号 通巻第１








120 前掲註 3 p.160 
121 日本漆工協会 編 『日本漆工 70号』 日本漆工協会 1956年 5月 p.11 
122 前掲註 3 pp.164-165 






123 前掲註 3 p.165 
124 前掲註 3 p.164 
125 高松市美術館 編 『高松市美術館開館 25周年記念 没後 50年 磯井如真展』 高松市美術
舘 2014年 p.29 
126 前掲註 125 p.93 
127 前掲註 125 p.95 
128 香川県美術工芸研究所 編 『磯井如真 人と芸術』 香川県美術工芸研究所 1983年 
pp.66-67 
129 前掲註 128 p.67 
130 前掲註 128 p.44 
131 前掲註 3 p.152 





  明治 33年（1900）、山中商会は、米国ならびに英国、その他諸外国へ輸出する工芸品を自社
内で製造するために大阪市北区上福島に工芸・家具製作工場を新設した。また、同工場では、中
国や日本の古美術品の修理や加工を行い、室内の装飾品なども制作した。 
133 前掲註 3 p.148 
134 前掲註 3 p.148 
135 前掲註 3 p.148 








昭和 14年（1939）、昭和 23年（1948）から昭和 34年（1959）、教鞭を執った。 
137 前掲註 88 p.571 
138 明石朴景 「如真先生を想う」 香川県文化会館 編 『郷土先覚作家 4 磯井如真』 香川県文
化会館 1971年 



















139 前掲註 3 p.184 
140 前掲註 20 p.116 
141 前掲註 3 p.184 
142 前掲註 125 p.30 
143 前掲註 125 p.34 
144 錦巷巍雄 「作品評」 『美術』 昭和 11年 11月号 日展史編纂委員会企画 編 『日展史 12 
改組編』 社団法人 日展 1984年 p.527 
145 前掲註 125 p.49 





147 前掲註 125 p.34 
148 前掲註 3 p.228 
149 前掲註 3 p.230 
150 前掲註 3 p.206 
151 前掲註 128 p.52 
152 前掲註 3 p.185 
153 前掲註 128 p.56 





155 前掲註 3 p.192 
156 前掲註 20 p.113-114 
157 前掲註 20 p.116 
158 森繁治 「さぬき漆器界に新風を吹きこむ 工芸美術家グループ苦味会誕生」 『へら木 4月
号』 1952年 4月 住谷晃一郎 『讃岐漆芸 工芸王国の系譜』 エーアンドエー・コミュニケー
ションズ 2005年 p.193 
159 森繁治 「漆器の大衆工芸化目差し、作家群立つ」 森繁治 『へら木 7月号』 香川県漆器
工業協同組合 1952年 7月 p.13 
160 前掲註 159 p.13 
161 「群像 探る未開拓の美 若き工芸グループ うるみ会」『毎日新聞』 毎日新聞社 
1951年 10月 9日 
162 前掲註 7 
163 前掲註 88 p.485 
164 高松市美術館 編 『明るい新しい漆工芸をめざして』 高松市美術館 1992年  









168 工人社 『回顧録 工人社 10周年記念』 工人社 1936年 







170 前掲註 7 
171 前掲註 161 





173 「さぬきライバル物語 苦味会とうるみ会 “産業”と“純粋”芸術 神のみが知る勝利の軍配」 掲
載紙不明 1954年 1月  
174 前掲註 173 
175 前掲註 173 
176 うるみ会 『朱黒（うるみ）会第 1回展案内状』 うるみ会 1949年 4月  
177 前掲註 7 
178 前掲註 7 
179 前掲註 7 
180 前掲註 7 





181 前掲註 7 
182 「工芸香川にあすの息吹き 十周年迎えた うるみ会 実った新感覚追求 東京展で反
響を呼ぶ」『大阪朝日新聞』 大阪毎日新聞社 1956年 5月 17日 
183 木田山日出夫 「うるみ会の足あと」 うるみ会 『第 14回うるみ会工芸展パンフレット』 うるみ
会 1960年 5月 
184 佐治賢使 「大西氏の偉業を讃えて」 高松市美術館 編 『逃げ水を追って 大西忠夫展』  
高松市美術館 1999年  
185 うるみ会は、出品者 11名の内、以下の 8名が入選した。 
明石聖(朴景)、今雪浩三(皓)、大島唯史、大西忠夫、窪田良次、酒井敬(敬之助)、藤澤淳(淳
二)、三村比呂志 
186 「好成績の「うるみ会」日展に八名も入選」『朝日新聞』 朝日新聞社 昭和 27年 10月
26日 
187 大西忠夫は、第 11回日展（昭和 30年）、《林》で特選受賞、第 4回日展（昭和 36年）で審査
員を務めた。大島唯史は、第 13回日展（昭和 32年）、《深秋図 飾盆》で特選・北斗賞受賞。明石
朴景は、第 1回日展（昭和 33年）、《夜を聞くレコードキャビネット》で特選受賞。真子実也は、第 4
回日展（昭和 36年）、《パネル 或る日》で特選・北斗賞受賞。 
188 大島隆一 「第四科 美術工芸」 『第五回日展集』 1949年 11月 日展史編纂委員会 『日
展史 16 日展編 1』 社団法人 日展 1987年 p.468 
189 岡田譲 「意匠にみる新しさ」 『朝日新聞』 1952年 11月 12日 日展史編纂委員会 編 『日
展史 17 日展編 2』 社団法人 日展 1987年 p.599 
190 小寺清 「第 6回日展の工芸美術（Ⅱ）－一般出品を中心にして－」 『萠春』 1964年 1月 
日展史編纂委員会 編 『日展史 26 新日展編 6』 社団法人 日展 1994年 p.401 
191 大西忠夫 『大西忠夫作品集』 大西忠夫作品集刊行会 1975年 p.239 
192 大西忠夫 「作家遍歴 遊仙亭提供」 讃岐美工社 編 『さぬき美工 昭和 40年 6月号 通巻
第 23号』 讃岐美工社 1965年 6月 p.25 
193 前掲註 3 p.286 
194 前掲註 3 p.283 
195 前掲註 173 
196 前掲註 173 
197「文化グループピックアップ 1 うるみ会 洋風の壁にもマッチ パネル共同製作に成
功」『読売新聞』 読売新聞社 1954年 11月 3日 





199 前掲註 197 
200 明石朴景 「常盤本館漆壁面制作雑談」 日本漆工協会 編 『日本漆工 98号』 日本漆工
協会 1958年 10月 p.2 
201 前掲註 3 p.277 
202 前掲註 164 
203 香川県漆芸研究所 https://www.pref.kagawa.lg.jp/sitsugei/occupation/index.html  
閲覧日：2019年 11月 3日、2020年 11月 23日 
204 香川県漆芸研究所 編 『香川県漆芸研究所 30年の歩み』 香川県漆芸研究所 1985年
pp.72-73 
205 前掲註 204 p.73 
206 前掲註 204 p.73 
207 通商産業省大臣官房調査統計部 編 『昭和 30年工業統計表 品目編』 大蔵省印刷局 
1958年 
208 東京国立博物館 編 『国立博物館ニュース 第 20号』 東京国立博物館 1949年 2月 
209 文化財保護委員会 編 『文化財要覧 昭和 26年度』 文化財保護委員会 1951年 p.198 
210 前掲註 209 p.208 
211 前掲註 209 p.165 
212 文化財保護委員会 編 『文化財保護法の歩み』 大蔵省印刷局 1960年 p.326 
213 前掲註 212 pp.331-332 
214 前掲註 204 p.72 























218 坂本雪藤 「明治 100年 讃岐の漆器界」 讃岐美工社 編 『さぬき美工 昭和 42年 1月号 
通巻第 40号』  讃岐美工社 1967年 1月 p.11 





220 前掲註 204 p.74-75 
221 前掲註 204 p.76 
222 前掲註 204 p.76 
223 前掲註 204 p.76 
224 前掲註 204 p.76 
225 前掲註 20 p.52 
226 前掲註 20 p.53 
227 長崎国旗事件とは、1958年 5月に起きた右翼団体による中華人民共和国国旗の毀損事件
である。 
228 前掲註 20 p.53-54 
229 日本漆工協会 編 『日本漆工 76号』 日本漆工協会 1956年 12月 p.13 
230 前掲註 229 p.12 
231 前掲註 204 p.170 
232 香川県漆芸研究所創立 60周年記念誌編集委員会 編 『香川県漆芸研究所 60年の歩み』 
香川県漆芸研究所 2015年 p.51 
233 前掲註 232 p.51 






235 伊賀彰三は第 4回展、大畑盛二は第 6回展、天竺博美は第 4、5、10回展、西岡春行は第 5
回展、佐々木文夫は第 5、7回展、川窪和は第 5、7、8、9、10回展、川上唯夫は第 6回展、野田
稔は第 7、10回展、太田加津子は第 10回展に入選している。 
236 文化財保護委員会 編 『文化財要覧 昭和 35年度』 文化財保護委員会 1960年 p.416 
237 前掲註 236 p.417 
238 高松市美術館 編 『音丸耕堂展 華麗なる彫漆世界』 高松市美術館 2018年 p.34 
239 朝日新聞社 編 『週刊朝日百科 週刊人間国宝 工芸技術・漆芸 通巻 26号』 朝日新聞社 
2006年 11月 26日 p.4 
240 岡田譲 『人間国宝シリーズ〈22〉音丸耕堂』 講談社 1980年 p.33 
241 磯井如真 「人間国宝の憶い出」 讃岐美工社 編 『さぬき美工 昭和 38年 7月号 通巻第１
号』  讃岐美工社 1963年 7月 p.30 
242 前掲註 241 p.33 
243 前掲註 125 p.77 
244 前掲註 125 p.77 
245 前掲註 125 p.78 
246 前掲註 125 p.81 
247 前掲註 125 p.83 
248 前掲註 239 p.19 
249 高松市美術館 編 『蒟醤 太田儔展』 高松市美術館 2008年 p.24 
250 前掲註 249 p.24 
251 前掲註 249 p.28 
252 前掲註 249 p.28 
253 香川県文化会館 編 『県展史』 香川県教育委員会 1985年 p.371 





術綜合展覧会、第 9回展から現在まで香川県美術展覧会として開催される。  
255 前掲註 253 p.337 
256 新田藤太郎 「県展 30回をかえりみる」 香川県文化会館 編 『県展史』 香川県教育委員会 
1985年 p.3 
257 前掲註 256 pp.2-3 
258 前掲註 256 p.3 
259 香川県美術工芸研究所 編 『香川宋石と存清』 香川県美術工芸研究所 1987年 p.14 
260 前掲註 259 p.14 
261 前掲註 259 p.14 
262 前掲註 253 p.420、前掲註 256 p.2 
263 前掲註 256 p.3 
264 前掲註 256 p.3 
265 前掲註 256 p.3 
266 香川県展において北原千鹿は、第 1回展委員、第 2回展監査員、第 4－9回展審査員、第
13－16回展審査員を務めた。 
267 高松市美術館 編 『モダニズムの金工家 北原千鹿展』 高松市美術館 2017年 p.22 
268 香川県美術工芸研究所 編 『北原千鹿 人と芸術』 香川県美術工芸研究所 1982年 p.77 
269 前掲註 267 p.19 
270 高村豊周 「北原千祿 「置物（花の折枝）」 『中央美術』 昭和 2年 11月号 日展史編纂委
員会 編 『日展史 8 帝展編 3』 社団法人 日展 1982年 p.581  
271 信田洋 『彫金金工信田洋作品集 古稀記念展』 信田洋 1972年 p.45 
272 前掲註 164  










273 前掲註 253 p.98 
274 前掲註 253 p.120 
275 前掲註 253 p.135 
276 明石朴景 「市立高松美術館誕生記 作家は大同団結した」 讃岐美工社 編 『さぬき美工 
昭和 39年 9月号 通巻第 15号』 讃岐美工社 1964年 9月 p.39 
277 明石朴景 「昭和 23年頃のこと」 香川県文化会館 編 『県展史』 香川県教育委員会 1985
年 p.28 
278 名誉県民金子正則先生出版会 編 『政治とはデザインなり 金子正則「独自録」』 丸山学芸
図書 1996年 
279 前掲註 276 p.39 
280 前掲註 276 p.37 
281 前掲註 276 pp.38－39 
282 明石朴景 「川野嘉平氏と美術館」 高松市美術館友の会 『高松市美術館 友の会会報 





283 展覧会パンフレット 『美術館今昔ものがたり 黎明期の高松市美術館』 会期 2019年 9月 28
日－12月 22日 高松市美術館 
284 前掲註 276 p.39 
285 前掲註 276 pp.39-40 
286 前掲註 276 p.40 
287 前掲註 283 
288 前掲註 277 p.29 
289 前掲註 277 p.29 
290 前掲註 283 
291 前掲註 282 p.2 
292 金子正則 「香川の漆芸」 日本漆工協会 編 『日本漆工 151号』 日本漆工協会 1963年
8月 p.2 
293 前掲註 278 p.60 
294 前掲註 278 p.55 
   金子正則先生顕彰会 編 『高志低居 元香川県知事 金子正則の生涯』 金子正則先生顕
彰会 2001年 p.191 





295 瀬戸内生活工芸祭実行委員会 編 『道具の足跡 生活工芸の地図を広げて』 アノニマ・スタ
ジオ 2012年 p.74 





297 日本漆工協会 編 『日本漆工 133号』 日本漆工協会 1961年 12月 p.7 
298「高松市新庁舎に大壁画 漆工芸家明石さん 屋島の夜明け主題に制作中 年末完成へ
腕ふるう」『朝日新聞』 朝日新聞社 1978年 9月 13日 
  明石朴景と彼の弟子である岩部敬、山田輝雄、向井一郎、乃生須将巳、中西忠文、村
尾彰が制作を行った。 
299 前掲註 164 
300 前掲註 164 






















    




香川県文化会館 編 『県展史』 香川県教育委員会 1985年 
高松市美術館 編 『讃岐漆芸の美展』 高松市美術館 1994年 
百周年記念誌編纂委員会 『高松工芸百年史 礎』 香川県立高松工芸高等学校 
1998年  










内国勧業博覧会事務局 編 『明治十年内国勧業博覧会審査評語 人民出品ノ部 自
第三区至第六区』 内国勧業博覧会事務局 1877年 
内国勧業博覧会事務局 編 『明治十年内国勧業博覧会出品目録』 内国勧業博覧
会事務局 出版年不明 愛媛 3 
内国勧業博覧会事務局 編 『第二回(明治十四年)内国勧業博覧会審査評語 上』 
内国勧業博覧会事務局 1882年 
農商務省博覧会掛 編 『第二回内国勧業博覧会報告書 第二区』 農商務省博覧
会掛 1883年 
農商務省工務局 編 『繭糸織物陶漆器共進会審査報告第四区第二類漆器』 農商
務省工務局 有隣堂 1885年  
東京美術学校 編 『東京美術学校規則 明治 23年 8月』 東京美術学校 1890年 
第三回内国勧業博覧会事務局 編 『第三回内国勧業博覧会審査報告 第二部』 
第三回内国勧業博覧会事務局 1891年 
横井時冬 『工芸鏡 二』 六合館 1894年 
紀淑雄 「讃岐彫と玉楮一家」 早稲田文学社 編 『早稲田文学 第十五号』 第一
書房 1896年 8月 
第四回内国勧業博覧会事務局 編 『第四回(明治廿八年)内国勧業博覧会審査報告 
第六冊』 第四回内国勧業博覧会事務局 1896年 
第四回内国勧業博覧会事務局 編 『第四回(明治廿八年)内国勧業博覧会審査報告 
第九冊』 第四回内国勧業博覧会事務局 1896年 
田中芳男 平山成信 編 『澳国博覧会参同記要 下篇 技術傳習』 森山春雍 1897
年 
香川県 編 『香川県公文月報 明治三十一年二月』 香川新報社 1898年 
紀淑雄 「史伝 玉楮象谷」 日本漆工会 編 『日本漆工會雑誌 第 1 号』 日本漆工
会 1900年 2月 25日 
農商務省 編 『千九百年巴里万国博覧会臨時博覧会事務局報告 上』 農商務省 
1902年 
農商務省 編 『千九百年巴里万国博覧会臨時博覧会事務局報告 下』 農商務省 
1902年  
第五回内国勧業博覧会事務局 編 『第五回内国勧業博覧会審査報告 第五部巻之
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工人社 『回顧録 工人社 10周年記念』 工人社 1936年 
故山中定次郎翁伝編纂会 編 『山中定次郎伝』 故山中定次郎翁伝編纂会 1939
年 
東京国立博物館 編 『国立博物館ニュース 第 20 号』 東京国立博物館 1949 年 2
月 
文化財保護委員会 編 『文化財要覧 昭和 26年度』 文化財保護委員会 1951年 
森繁治 「さぬき漆器界に新風を吹きこむ 工芸美術家グループ苦味会誕生」 『へら
木 4月号』 1952年 4月 住谷晃一郎 『讃岐漆芸 工芸王国の系譜』 エーアンドエ
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図 1－1 玉楮象谷 彩色蒟醬御料紙硯箱 嘉永 7年 縦 40cm 横 31.1cm  
高さ 11.1cm 香川県立ミュージアム蔵 
 
図 1－2 彩色蒟醬御料紙硯箱 身内側 
 
図 2   文綺堂黒斎 蒟醬 御鼓箱 縦 29.9cm 横 47.2cm 高さ 26.5cm  
香川県立ミュージアム蔵 
 
図 3    玉楮藤榭（藤吉郎） 堆黒圓盒 明治 14年 径 16.4cm 高さ 8.2cm  
第 2回内国勧業博覧会 有功賞牌二等 東京国立博物館蔵 
 
図 4－1 藤川米造 籃胎蒟醬紅黄漆紋硯匣 明治 28年 縦 26.7cm 横 22.5cm  
高さ 6.2cm 第 4回内国勧業博覧会 有功三等 高松市美術館蔵 
 
図 4－2 籃胎蒟醬紅黄漆紋硯匣 身裏 
 
図 5     温知図録 銅製鋳物香炉図案 明治 8年－明治 16年頃  
東京国立博物館蔵 
 
図 6     銅製鋳物香炉 スコットランド王立美術館蔵 
 
図 7     ウジェーヌ・グラッセ（監修） 植物とその文様化 明治 29年  
石川県立工業高等学校蔵 
 
図 8     板谷波山 泰西新古模様 明治 29－明治 36年 出光美術館蔵 
 
図 9     小倉右一郎 木材彫刻科 4年 木彫レリーフ 明治 34年 
 
図 10    小林貞七 彫金科 4年 卒業制作 花瓶図案 明治 34年 
 
図 11    磯井如真 蒟醬 大島之図 乾漆花瓶 大正 11年  
 






図 13－1磯井如真 草花文 乾漆花瓶 昭和 5年 径 16.6cm 高さ 28.8cm  
第 17回商工展 二等賞 高松市美術館蔵 
 
図 13－2草花文 乾漆花瓶 詳細 
 
図 13－3草花文 乾漆花瓶 詳細 
 
図 14－1磯井如真 乾漆花瓶 昭和 12年 縦 15.9cm 高さ 39.6cm パリ万国博覧会 
高松市美術館蔵  
 
図 14－2乾漆花瓶 制作工程図 
 
図 14－3乾漆花瓶 詳細 
 
図 14－4乾漆花瓶 詳細 
 
図 15    磯井如真 鎌倉 香合 梅 明治 30年頃 径 7cm 高さ 3cm 
 
図 16    磯井如真 木彫 香合 覗小河童 明治 30年頃 径 6cm 高さ 3.8cm 
 
図 17    磯井如真  彫漆草花文 皷箱 昭和 6年 縦 30cm 横 45cm 高さ 27cm  
第 12回帝展 香川県立ミュージアム蔵 
 
図18    玉楮象谷 堆朱二重彫 御皷箱 嘉永 6年 縦28.8cm 横 46cm 高さ24cm  
高松松平家歴史資料 
 
図 19    磯井如真 里芋之圖 彫漆花瓶 昭和 11年 径 24.8cm 高さ 39.5cm  
改組第 1回帝展 高松市美術館蔵 
 
図 20    磯井如真 サボテンにホロホロ鳥 彫漆飾棚 昭和 11年  
縦 42cm 横 85cm 高さ 105cm 昭和 11年文展 選奨 高松市美術館蔵 
 






図 22－1 磯井如真 双色紙筥 喜鵲之図 昭和 16年 縦 34cm 横 62cm 高さ 13cm 
第 4回新文展 香川県立ミュージアム蔵 
 
図 22－2 双色紙筥 喜鵲之図 詳細 
 
図 22－3 双色紙筥 喜鵲之図 制作工程図 
 
図 23    音丸耕堂 彫漆昆虫譜色紙箱 昭和 13年 縦 31cm 横 27.5cm 高さ 6cm 
第 2回新文展 個人蔵 
 
図 24    谷沢不二松 草花文 彫漆香盆 昭和 8年 縦 46.2cm 横 46.5cm  
高さ 4.2cm 第 14回帝展 高松市美術館蔵 
 
図 25    工会展 昭和 8年頃 高松三越 
 
図 26    工会展 モデルルーム 
 
図 27    うるみ会例会で作品を批評し合う同人 
 
図 28    大西忠夫 躍動 昭和 33年 縦 152cm 横 364cm 第１回日展  
善通寺市美術館大西忠夫記念館蔵 
 
図 29    大西忠夫 牛 昭和 34年 縦 176cm 横 364cm 第 2回日展  
善通寺市美術館大西忠夫記念館蔵 
 
図 30    大西忠夫 白昼夢 昭和 36年 縦 182cm 横 182cm 第 4回日展  
善通寺市美術館大西忠夫記念館蔵 
 
図 31    大西忠夫 巒気 昭和 38年 縦 214cm 横 182cm 第６回日展  
高松市美術館蔵 
 
図 32    佐々木政 無題 個人蔵 
 
図 33    真子実也 漆パネル こころみ 昭和 37年 縦 180cm 横 80cm  





図 34    うるみ会制作 文新堂新工芸ビル 漆壁面装飾 昭和 29年完成 
 
図 35－1 うるみ会制作 常盤本館桃山の間 漆壁面装飾 昭和 33年完成 
 
図 35－2 常盤本館桃山の間 漆壁面装飾 竹 
 
図 35－3 常盤本館桃山の間 漆壁面装飾 梅 
 
図 35－4 常盤本館桃山の間 漆壁面装飾 御座船 
 
図 35－5 常盤本館桃山の間 漆壁面装飾 詳細 
 
図 35－6 常盤本館桃山の間 漆壁面装飾 詳細 
 
図 35－7 常盤本館桃山の間 漆壁面装飾 詳細 
 
図 36    (株)富士製作所 コーヒーテーブル 昭和 34年 
 
図 37    文新堂 尺象谷塗スダレ膳 
 
図 38    森繁会社 会席膳後藤塗  
 
図 39    音丸耕堂 彫漆草花文様八陵食籠 昭和 32年 径 28cm 高さ 11cm  
高松市美術館蔵 
 
図 40－1 音丸耕堂 彫漆布袋葵 手箱 昭和 54年 縦 24cm 横 18cm 高さ 14cm  
文化庁蔵 
 
図 40－2 彫漆布袋葵 手箱 詳細 
 
図 40－3 彫漆布袋葵 手箱 詳細 
 
図 40－4 彫漆布袋葵 手箱 詳細 
 





第 2回日本伝統工芸展 文化財保護委員会委員長賞  
東京国立近代美術館蔵 
 
図 42    磯井如真 蒟醬 龍鳳凰文 八角香盆 昭和 31年 縦 27.1cm 横 27.1cm  
高さ 15.3cm 第 3回日本伝統工芸展 東京国立近代美術館蔵 
 
図 43    磯井如真 蒟醬 筆筥 銀葉アカシヤ之図 昭和 32年 縦 36.5cm  
横 12.5cm 高さ 4.5cm 第 4回日本伝統工芸展 高松市美術館蔵 
 
図44    磯井如真 飾棚 竹林之図 昭和33年 縦41.1cm 横87.5cm 高さ69.5cm 
第 5回日本伝統工芸展 高松市美術館蔵 
 
図45－1 磯井正美 蒟醬 むらさき 箱 平成2年 縦19.7cm 横30.4cm 高さ11.7cm  
第 37回日本伝統工芸展 高松市美術館蔵 
 
図 45－2 蒟醬 むらさき 箱 詳細 
 
図 45－3 蒟醬 むらさき 箱 詳細 
 
図 46－1 太田儔 籃胎蒟醬 文箱 双鳥 昭和 58年 縦 29cm 横 26cm 高さ 7cm  
第 30回日本伝統工芸展 第 5回 MOA岡田茂吉賞展  
東京国立博物館蔵 
 
図 46－2 籃胎蒟醬 文箱 双鳥 詳細 
 
図 47－1 太田儔 籃胎蒟醬 文箱 蝶 昭和 61年 縦 28cm 横 26cm 高さ 6.5cm 
第 3回日本伝統漆芸展 心と技 日本伝統工芸 北欧巡回展  
東京国立近代美術館蔵 
 
図 47－2 籃胎蒟醬 文箱 蝶 詳細 
 
図 48    北原千鹿 蛙 壁掛 昭和 9年 縦 103cm 横 37cm 高さ 8cm 
第 15回帝展 香川県立高松工芸高等学校蔵 
 







図 50    音丸耕堂 堆漆蛙香合 平成 8年 縦 4.1cm 横 6.1cm 高さ 7.2cm   
香川県立ミュージアム蔵 
 
図 51    北原千鹿 置物 花の折枝 昭和 2年 縦 7.5cm 横 31cm 高さ 6.5cm 
第 8回帝展 特選 個人蔵 
 
図 52    窪田良次 パネル 昭和 32年 縦 59cm 横 147.8cm  
第 22回香川県美術展覧会 文部大臣賞 香川県立ミュージアム蔵 
 
図 53    佐々木政 鳥 昭和 40年 第 30回香川県美術展覧会 30回記念大賞 
 
図 54－1 香川県庁舎 県庁ホール扉 
 
図 54－2 香川県庁舎 県庁ホール扉 詳細 
 
図 55－1 明石朴景 樹間群翔 昭和 54年完成 高松市議会議場 
 
図 55－2 樹間群翔 詳細 
 
図 55－3 樹間群翔 詳細 
 
 
表 1     玉楮象谷略系譜 
 
表 2     香川県立工芸学校 本科教育課程表 明治 31年 
 






















      
 
図 1－1 玉楮象谷 彩色蒟醬御料紙硯箱 嘉永 7年 














図 2 文綺堂黒斎 蒟醬 御鼓箱 




          図 3 玉楮藤榭（藤吉郎） 堆黒圓盒 明治 14年 径 16.4cm 高さ 8.2cm 








図 4－1 藤川米造 籃胎蒟醬紅黄漆紋硯匣 明治 28年 






















     図 5（左） 温知図録 銅製鋳物香炉図案 明治 8年－明治 16年頃 
東京国立博物館蔵 








































図 10 小林貞七 彫金科 4年 卒業制作 花瓶図案 明治 34年 
 
 
        
 
  図 11（左） 磯井如真 蒟醬 大島之図 乾漆花瓶 大正 11年 





            
 
     
  
 
             
                     
 
図 13－1（上） 磯井如真 草花文 乾漆花瓶 昭和 5年 径 16.6cm 高さ 28.8cm 
第 17回商工展 二等賞 高松市美術館蔵 





   
 
 図 14－1（左） 磯井如真 乾漆花瓶 昭和 12年 縦 15.9cm 高さ 39.6cm 
パリ万国博覧会 高松市美術館蔵  



















     
 
図 15（左） 磯井如真 鎌倉 香合 梅 明治 30年頃 径 7cm 高さ 3cm 










     





















図 17 磯井如真  彫漆草花文 皷箱 昭和 6年 縦 30cm 横 45cm 高さ 27cm  



















図 19 磯井如真 里芋之圖 彫漆花瓶 昭和 11年 径 24.8cm 高さ 39.5cm 




















図 20 磯井如真 サボテンにホロホロ鳥 彫漆飾棚 昭和 11年 












































図22－1 磯井如真 双色紙筥 喜鵲之図 昭和16年 縦34cm 横62cm 高さ13cm 




































図 23 音丸耕堂 彫漆昆虫譜色紙箱 昭和 13年 縦 31cm 横 27.5cm 高さ 6cm 
第 2回新文展 個人蔵 
 
 





図24 谷沢不二松 草花文 彫漆香盆 昭和8年 縦46.2cm 横46.5cm 高さ4.2cm 






















































































































図 33 真子実也 漆パネル こころみ 昭和 37年 縦 180cm 横 80cm 










































          
 
図 35－2（左） 常盤本館桃山の間 漆壁面装飾 竹 


















































       
 


































































図 41 磯井如真 蒟醬 龍鳳凰文 八角香盆 昭和 30年 径 46.5cm 高さ 5.2cm  





   
 
 
図 42 磯井如真 蒟醬 龍鳳凰文 八角香盆 昭和 31年 縦 27.1cm 横 27.1cm  







図 43 磯井如真 蒟醬 筆筥 銀葉アカシヤ之図 昭和 32年  





図44 磯井如真 飾棚 竹林之図 昭和33年 縦41.1cm 横87.5cm 高さ69.5cm 










図45－1 磯井正美 蒟醬 むらさき 箱 平成2年 縦19.7cm 横30.4cm 高さ11.7cm  









































図 46－1 太田儔 籃胎蒟醬 文箱 双鳥 昭和 58年 縦 29cm 横 26cm 高さ 7cm  













図 47－1 太田儔 籃胎蒟醬 文箱 蝶 昭和 61年 縦 28cm 横 26cm 高さ 6.5cm 

















図 48 北原千鹿 蛙 壁掛 昭和 9年 縦 103cm 横 37cm 高さ 8cm 




























図 51 北原千鹿 置物 花の折枝 昭和 2年 縦 7.5cm 横 31cm 高さ 6.5cm 









図 52 窪田良次 パネル 昭和 32年 縦 59cm 横 147.8cm 























































































図 1－1 執筆者撮影 2018年 3月 23日 香川県立ミュージアム 
 
図 1－2 執筆者撮影 2018年 3月 23日 香川県立ミュージアム 
 
図 2    住谷晃一郎 『讃岐漆芸 工芸王国の系譜』  
エーアンドエー・コミュニケーションズ 2005年 p.78 
 
図 3    住谷晃一郎 『讃岐漆芸 工芸王国の系譜』  
エーアンドエー・コミュニケーションズ 2005年 p.79 
 
図 4－1  執筆者撮影 2018年 3月 19日 高松市美術館 
 
図 4－2  執筆者撮影 2018年 3月 19日 高松市美術館 
 
図 5     三好信浩 『佐賀偉人伝 10 納富介次郎』 佐賀県立佐賀城本丸歴史館 
2013年 p.45 
 
図 6     三好信浩 『佐賀偉人伝 10 納富介次郎』 佐賀県立佐賀城本丸歴史館 
2013年 p.44 
 
図 7     東京国立近代美術館 編 『日本のアール・ヌーヴォー1900-1923 : 工芸と
デザインの新時代』 東京国立近代美術館 2005年 p.68 
 
図 8     東京国立近代美術館 編 『日本のアール・ヌーヴォー1900-1923 : 工芸と
デザインの新時代』 東京国立近代美術館 2005年 p.69 
 
図 9     香川県文化会館 編 『郷土先覚作家展 6 小倉右一郎 鴨幸太郎』  
香川県文化会館 1973年 
 
図 10    百周年記念誌編纂委員会 『高松工芸百年史 礎』  
香川県立高松工芸高等学校 1998年 p.35 
 





真展』 高松市美術舘 2014年 p.13 
 
図 12    高松市美術館 編 『高松市美術館開館 25 周年記念 没後 50 年 磯井如
真展』 高松市美術舘 2014年 p.13 
 
図 13－1 高松市美術館 編 『高松市美術館開館 25周年記念 没後 50年 磯井如 
真展』 高松市美術舘 2014年 p.29 
 
図 13－2 執筆者撮影 2018年 3月 19日 高松市美術館 
 
図 13－3 執筆者撮影 2018年 3月 19日 高松市美術館 
 
図 14－1 高松市美術館 編 『高松市美術館開館 25 周年記念 没後 50 年 磯井如
真展』 高松市美術舘 2014年 p.39 
 
図 14－2 執筆者作成 
 
図 14－3 執筆者撮影 2018年 3月 19日 高松市美術館 
 
図 14－4 執筆者撮影 2018年 3月 19日 高松市美術館 
 
図 15    高松市美術館 編 『高松市美術館開館 25 周年記念 没後 50 年 磯井如
真展』 高松市美術舘 2014年 p.93 
 
図 16    高松市美術館 編 『高松市美術館開館 25 周年記念 没後 50 年 磯井如
真展』 高松市美術舘 2014年 p.95 
 
図 17    高松市美術館 編 『高松市美術館開館 25 周年記念 没後 50 年 磯井如
真展』 高松市美術舘 2014年 p.30 
 
図 18    住谷晃一郎 『讃岐漆芸 工芸王国の系譜』  
エーアンドエー・コミュニケーションズ 2005年 p.70 
 
図 19    高松市美術館 編 『高松市美術館開館 25 周年記念 没後 50 年 磯井如






図 20    高松市美術館 編 『高松市美術館開館 25 周年記念 没後 50 年 磯井如
真展』 高松市美術舘 2014年 p.35 
 
図 21    高松市美術館 編 『高松市美術館開館 25 周年記念 没後 50 年 磯井如
真展』 高松市美術舘 2014年 p.49 
 
図 22－1  高松市美術館 編 『高松市美術館開館 25周年記念 没後 50年 磯井如
真展』 高松市美術舘 2014年 p.50 
 
図 22－2  執筆者撮影 2018年 3月 23日 香川県立ミュージアム 
 
図 22－3  執筆者作成 
 
図 23     岡田譲 編 『人間国宝シリーズ 22 音丸耕堂』 講談社 1980年 p.9 
 
図 24     住谷晃一郎 『讃岐漆芸 工芸王国の系譜』  
エーアンドエー・コミュニケーションズ 2005年 p.206 
 
図 25     住谷晃一郎 『讃岐漆芸 工芸王国の系譜』  
エーアンドエー・コミュニケーションズ 2005年 p.229 
 
図 26     高松市美術館 編 『高松市美術館開館 25 周年記念 没後 50 年 磯井
如真展』 高松市美術舘 2014年 p.126 
 
図 27     加島信夫 『工芸七彩会 うるみ会記録 1、うるみ會記録 2、うるみ会記 
録 3』 うるみ会 1948年 8月起、1953年度起、1956年 6月 1日起 
 
図 28     高松市美術館 編 『逃げ水を追って 大西忠夫展』 高松市美術館  
1999年  
 
図 29     高松市美術館 編 『逃げ水を追って 大西忠夫展』 高松市美術館  
1999年  
 







図 31     高松市美術館 編 『逃げ水を追って 大西忠夫展』 高松市美術館  
1999年  
 
図 32     執筆者撮影 2016年 1月 1日  
 
図 33     住谷晃一郎 『讃岐漆芸 工芸王国の系譜』  
エーアンドエー・コミュニケーションズ 2005年 p.283 
 
図 34     執筆者撮影 2015年 9月 2日 高松市美術館 
 
図 35－1  執筆者撮影 2015年 9月 3日 ときわ茶寮 
 
図 35－2  執筆者撮影 2015年 9月 3日 ときわ茶寮 
 
図 35－3  執筆者撮影 2015年 9月 3日 ときわ茶寮 
 
図 35－4  執筆者撮影 2015年 9月 3日 ときわ茶寮 
 
図 35－5  執筆者撮影 2015年 9月 3日 ときわ茶寮 
 
図 35－6  執筆者撮影 2015年 9月 3日 ときわ茶寮 
 
図 35－7  執筆者撮影 2015年 9月 3日 ときわ茶寮 
 
図 36     日本漆工協会 編 『日本漆工 110号』 日本漆工協会  
1959年 11、12月 p.18 
 
図 37     日本漆工協会 編 『日本漆工 76号』 日本漆工協会 1956年 12月 p.9 
 
図38     日本漆工協会 編 『日本漆工 76号』 日本漆工協会 1956年12月 p.11 
 







図 40－1  朝日新聞社 編 『週刊朝日百科 週刊人間国宝 工芸技術・漆芸 通巻
26号』 朝日新聞社 2006年 11月 26日号 p.3 
 
図 40－2  朝日新聞社 編 『週刊朝日百科 週刊人間国宝 工芸技術・漆芸 通巻
26号』 朝日新聞社 2006年 11月 26日号 p.4 
 
図 40－3  朝日新聞社 編 『週刊朝日百科 週刊人間国宝 工芸技術・漆芸 通巻
26号』 朝日新聞社 2006年 11月 26日号 p.4 
 
図 40－4  朝日新聞社 編 『週刊朝日百科 週刊人間国宝 工芸技術・漆芸 通巻
26号』 朝日新聞社 2006年 11月 26日号 p.4 
 
図 41      高松市美術館 編 『高松市美術館開館 25 周年記念 没後 50 年 磯井
如真展』 高松市美術舘 2014年 p.77 
 
図 42      高松市美術館 編 『高松市美術館開館 25 周年記念 没後 50 年 磯井
如真展』 高松市美術舘 2014年 p.78 
 
図 43      高松市美術館 編 『高松市美術館開館 25 周年記念 没後 50 年 磯井
如真展』 高松市美術舘 2014年 p.81 
 
図 44      高松市美術館 編 『高松市美術館開館 25 周年記念 没後 50 年 磯井
如真展』 高松市美術舘 2014年 p.83 
 
図 45－1   朝日新聞社 編 『週刊朝日百科 週刊人間国宝 工芸技術・漆芸 通巻
26号』 朝日新聞社 2006年 11月 26日号 p.18 
 
図 45－2  朝日新聞社 編 『週刊朝日百科 週刊人間国宝 工芸技術・漆芸 通巻
26号』 朝日新聞社 2006年 11月 26日号 p.19 
 
図 45－3  朝日新聞社 編 『週刊朝日百科 週刊人間国宝 工芸技術・漆芸 通巻
26号』 朝日新聞社 2006年 11月 26日号 p.19 
 






図 46－2   高松市美術館 編 『蒟醤 太田儔展』 高松市美術館 2008年 p.24 
 
図 47－1   高松市美術館 編 『蒟醤 太田儔展』 高松市美術館 2008年 p.28 
 
図 47－2   高松市美術館 編 『蒟醤 太田儔展』 高松市美術館 2008年 p.28 
 
図 48      高松市美術館 編 『モダニズムの金工家 北原千鹿展』 高松市美術館 
2017年 p.22 
 
図 49     高松市美術館 編 『音丸耕堂展 華麗なる彫漆世界』 高松市美術館 
2018年 p.53 
 
図 50     高松市美術館 編 『音丸耕堂展 華麗なる彫漆世界』 高松市美術館 
2018年 p.58 
 
図 51      高松市美術館 編 『モダニズムの金工家 北原千鹿展』 高松市美術館  
2017年 p.19 
 
図 52      住谷晃一郎 『讃岐漆芸 工芸王国の系譜』  
エーアンドエー・コミュニケーションズ 2005年 p.137 
 
図 53      香川県文化会館 編 『県展史』 香川県教育委員会 1985年  
 
図 54－1   執筆者撮影 2017年 3月 11日 香川県庁舎 
 
図 54－2   執筆者撮影 2017年 3月 11日 香川県庁舎 
 
図 55－1   執筆者撮影 2015年 9月 24日 高松市議会議場 
 
図 55－2   執筆者撮影 2015年 9月 24日 高松市議会議場 
 







表 1       住谷晃一郎 『讃岐漆芸 工芸王国の系譜』  
エーアンドエー・コミュニケーションズ 2005年 p.373 
 
表 2       執筆者撮影 2017年 6月 13日 香川県立図書館 
 
表 3     百周年記念誌編纂委員会 『高松工芸百年史 礎』  
香川県立高松工芸高等学校 1998年 p.571 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
